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仁
和
寺
蔵
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
翻
刻

中
野

顕
正

本
稿
は
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
の
流
布
本
と
な
っ
た
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』（
１
）

の
研
究
資
料
と
し
て
、
同
書
の

現
存
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
仁
和
寺
蔵
本
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
本
は
、
既
に
田
中
稔
（
２
）

に
よ
っ
て
翻
刻
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
刻
は
返
点
や
付
訓
な
ど
を
略
し
た
本
文
の
み
の
も
の
で

あ
っ
た
。
本
稿
は
、
返
点
や
付
訓
を
含
む
完
全
な
形
で
の
翻
刻
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
仁
和
寺
蔵
本
に
は
書
写
の
過
程
で
の
誤
脱
等
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
通
読
の
た
め
に
は
大
幅
な
校
訂

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
紙
幅
の
関
係
上
、
本
文
校
訂
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
底
本
の
正
確

な
翻
刻
を
示
す
こ
と
に
努
め
た
。

一
、
底
本
の
概
要

（
一
）
底
本
書
誌

は
じ
め
に
、
仁
和
寺
蔵
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
の
書
誌
を
示
す
。

【
整
理
番
号
】
御
経
蔵
第

函
第
１
号
。

93

【
装
訂
・
法
量
等
】
折
本
。2

2
.
2
×
1
4
.
1
c
m

。
紙
数
は
８
紙
で
、
各
紙
２
面
（
紙
継
ぎ
は
谷
折
り
の
位
置
に
相
当
）
。
全
体
に
わ

た
っ
て
裏
打
あ
り
。
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【
表
紙
】
砥
粉
色
無
地
表
紙
。
押
八
双
あ
り
。
左
上
に
外
題
「
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
」
を
直
書
し
、
右
上
に
「
縁
起
箱
」
と
墨
書
、

「
丁
」
と
薄
墨
（
ま
た
は
朱
の
退
色
し
た
も
の
か
）
で
記
す
。

【
本
文
内
容
】
冒
頭
か
ら
第
２
紙
第
１
面
ま
で
は
『
弘
安
礼
節
』
の
う
ち
「
書
札
礼
之
事
」
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
内
題

「
書
札
礼
事
〈
亀
山
院
御
執
政
之
時
比
定
之
〉
」
。
第
２
紙
第
２
面
か
ら
第
８
紙
第
１
面
ま
で
は
當
麻
寺
の
縁
起
を
記
し
、
内
題
「
大

和
国
當
麻
寺
縁
起
」
。
第
８
紙
第
２
面
は
後
述
の
朱
書
「
仁
和
寺
」
の
ほ
か
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
書
札
礼
事
」
の
本
文

と
「
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
」
の
本
文
と
は
別
筆
。
料
紙
は
楮
紙
。
各
面
行
数
は
、
「
書
札
礼
事
」
は
６
行
、
「
大
和
国
當
麻
寺
縁

起
」
は
８
～
９
行
。

【
蔵
書
印
等
】
第
２
紙
第
２
面
に
朱
陽
扁
額
印
「
仁
和
寺
」
あ
り
。
ま
た
、
後
述
す
る
第
８
紙
第
２
面
下
部
の
欠
損
箇
所
（
裏
打

紙
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
）
に
「
仁
和
寺
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

【
状
態
】
虫
損
あ
り
。
ま
た
、
第
８
紙
第
１
面
か
ら
同
第
２
面
に
か
け
て
の
下
部
に
大
き
な
欠
損
が
存
在
す
る
。

（
二
）
伝
来
小
考

同
本
は
、
現
在
の
装
訂
は
折
本
だ
が
、
以
下
の
三
点
か
ら
、
こ
れ
は
後
代
の
改
装
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
各
紙
継
箇
所
の
前
後
に
、
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
空
白
部
分
が
存
在
す
る
。

・
各
紙
と
も
、
紙
継
箇
所
か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
に
綴
穴
痕
が
４
穴
ず
つ
存
在
す
る
。
第
１
―
２
穴
お
よ
び
第
３
―
４
穴
間
は

3
.
3
c
m

、
第
２
―
３
穴
間
は4

.
8
c
m

。

・
第
７
紙
第
２
面
の
８
行
目
末
尾
「
前
」
字
に
は
送
仮
名
と
し
て
「
ヘ

□

」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
□
」
は
字
の

(

ニ
ヵ)

半
ば
で
裁
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
後
代
に
化
粧
裁
ち
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
、
第
２
紙
第
２
面
に
捺
さ
れ
た
朱
陽
扁
額
印
「
仁
和
寺
」
が
同
紙
第
１
面
に
裏
写
り
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
各
紙
の
第

１
面
と
第
２
面
と
は
本
来
同
一
紙
の
表
裏
に
位
置
し
て
お
り
、
折
本
改
装
時
に
相
剥
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
と
、
前
掲

の
綴
穴
痕
の
こ
と
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
改
装
以
前
の
装
訂
は
単
葉
装
（
３
）

あ
る
い
は
双
葉
装
（
４
）

と
推
測
さ
れ
よ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
折
本
を
前
提
と
す
る
現
在
の
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
」
お
よ
び
「
縁
起
箱
」
は
、
寛
永
年
間
に
仁
和

寺
復
興
を
主
導
し
た
僧
・
顕
證
の
筆
と
み
ら
れ
、
「
丁
」
に
つ
い
て
も
顕
證
筆
の
可
能
性
が
あ
る
（
朝
川
美
幸
氏
ご
教
示
）
。
そ
の
点

を
考
慮
す
る
と
き
、
顕
證
の
時
代
に
は
現
在
の
装
訂
に
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
顕
證
が
改
装
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
同
寺
蔵
「
黒
塗
手
箱
聖
教
」
に
お
い
て
顕
證
が
巻
子
本
等
を
折
本
に
改
装
し
て
い
る
点
も
参
考
と
な
ろ
う
。

な
お
、
第
８
紙
第
１
面
か
ら
同
第
２
面
に
か
け
て
の
欠
損
箇
所
は
左
右
非
対
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
剥
さ
れ
て
以
降
（
す
な
わ
ち

折
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
際
か
そ
れ
以
降
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
欠
損
は
第
７
紙
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
欠
損

は
火
水
虫
鼠
な
ど
の
害
で
は
な
く
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
た
と
え
ば
旧
蔵
者
に
関
す
る
情
報
を
削

除
す
る
等
の
意
図
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

同
本
が
仁
和
寺
御
経
蔵
第

函
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
不
明
。
現
在
収
め
ら
れ
て
い
る
御
経
蔵
と
は
、
仁
和
寺
に
あ
る
蔵
の

93

う
ち
御
室
（
門
跡
）
の
蔵
書
を
収
め
る
蔵
で
、
当
初
か
ら
仁
和
寺
に
伝
来
し
た
資
料
の
ほ
か
、
院
家
等
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
資
料
も
多

お

む
ろ

い
。
そ
の
う
ち
第

函
は
諸
寺
の
縁
起
等
を
収
め
た
も
の
で
、
こ
の
箱
分
類
は
顕
證
に
よ
る
整
理
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

93

同
本
の
正
確
な
書
写
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
田
中
稔
（
５
）

は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

巻
首
の
「
書
札
礼
事
」
は
…
…
こ
の
部
分
の
書
写
は
書
風
か
ら
推
し
て
南
北
朝
時
代
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
弘
安
礼

節
の
ご
く
一
部
分
の
写
し
に
過
ぎ
な
い
が
、
同
書
の
古
写
本
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

当
麻
寺
縁
起
は
「
書
札
礼
事
」
の
書
写
よ
り
稍
下
つ
た
時
代
の
写
し
と
考
え
ら
れ
、
南
北
朝
乃
至
室
町
時
代
初
期
頃
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
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ま
た
、
「
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
」
の
本
奥
書
に
は
「
建
長
五
年
〈

壬

丑
〉
四
月
廿
五
日
〈
北
京
於
四
条
之
坊
門
／
西
洞
院
書
写
□
〉
」
と
見

(

マ
マ)

え
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
。
正
し
く
は
癸
丑
）
に
京
都
の
四
条
坊
門
西
洞
院
で
写
さ
れ
た
本
を
祖
本
に
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

四
条
坊
門
西
洞
院
に
は
、
浄
土
宗
西
山
義
系
の
勧
進
聖
の
活
動
拠
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
河
原
由
雄
（
６
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
同
本
の
祖
本
は
そ
う
し
た
環
境
で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
翻
刻

（
一
）
凡
例

・
底
本
に
は
前
掲
の
仁
和
寺
蔵
本
を
用
い
た
。
但
し
、
本
稿
で
は
冒
頭
の
「
書
札
礼
事
」
は
略
し
、
第
２
紙
第
２
面
以
降
の
み
を
翻
刻

し
た
。
「
書
札
礼
事
」
に
つ
い
て
は
、
底
本
に
返
点
や
付
訓
等
は
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
既
存
の
田
中
稔
に
よ
る
翻
刻
で
問
題
な

い
と
判
断
さ
れ
る
。

・
字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
、
付
訓
の
合
字
も
通
常
の
片
仮
名
に
改
め
た
。
但
し
「
當
麻
」
に
つ
い
て
は
正
字
「
當
」

を
用
い
た
。
ま
た
「

」
（
「
菩
薩
」
の
略
表
記
）
に
つ
い
て
は
表
記
を
改
め
な
か
っ
た
。

・
行
移
り
は
底
本
に
従
っ
た
。

・
欠
損
箇
所
は
、
字
数
の
推
定
可
能
な
箇
所
に
つ
い
て
は

□

、
字
数
不
明
の
箇
所
は

[
]

に
よ
っ
て
示
し
た
。

・
挿
入
字
は
〔

〕
に
よ
っ
て
示
し
た
。

・
字
の
修
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
見
セ
消
チ
に
よ
る
修
正
箇
所
は
修
正
前
後
の
本
文
を
い
ず
れ
も
示
し
、
な
ぞ
り
書
き
に
よ
る
修
正
箇

所
は
修
正
後
の
本
文
の
み
を
示
し
た
。

・
底
本
で
は
付
訓
が
字
の
右
傍
に
あ
る
箇
所
と
左
傍
に
あ
る
箇
所
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
付
訓
を
記
す
際
の
余
白
の
問
題
で
あ
り
、
厳
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密
な
使
い
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
翻
刻
に
際
し
て
は
全
て
右
傍
に
統
一
し
た
。

・
底
本
で
は
音
合
符
・
訓
合
符
を
厳
密
に
使
い
分
け
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
合
符
は
全
て
─

に
統
一
し
た
。

・
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
私
に
読
点
を
施
し
た
。
な
お
、
底
本
に
は
句
切
り
点
の
類
は
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
。

・
面
の
変
わ
り
目
に
は

」
の
記
号
と
面
番
号
を
記
し
た
。
例
え
ば

」

は
第
２
紙
第
２
面
の
末
尾
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

２
―
２

（
二
）
翻
刻

大
和
国
當
麻
寺
縁
起

一
、
當
麻
寺
実
名
禅
林
寺

右
当
寺
者
、
用
明
天
皇
第
三

御
子
麿
子

親
王
建
立

之
伽
藍
也
、

藍

ノ

ノ

ノ

粗
勘

流
記
、
聖
徳
太
子

麿
子

親
王

者
、
分
形
気
之
兄
弟
也
、

二

ヲ
一

ト

ノ

ト

キ

忝
以

親
昵
之
儀
重
、
互
談
真
俗
之
深
理
、
即
太
子
勧

云
、
仏
日

二

ヲ
一

ヲ

テ

流

西
、
梵
風
扇

東

以
来
、
漢
土

白
馬
寺

教
釈
伝

辰
旦

之
也
、

レ

ニ

レ

ニ

タ

ニ
ハ

ノ

二

一

我
朝

青
龍
地

仏
法
弘

日
本

源

也
、
当

知
、
伽
藍
者
三
宝

依
処
、

ニ
ハ

ノ

ヒ

ル二

一

ト

ニ
レ

ノ

精
舎

者
万
善

根
元

者
歟
、
唯
願
、
且

為
紹
隆
三
宝
、
且
為
済
度

ハ

ノ

ナ
ル

ク
ハ

ツ
ハ

ヲ
一

群
生
、
速

基

立
当
塔
、
宜

興
行
仏
法
云

々

、
因
之
親
王
、
依

」
２
―
２

ヲ
一

ヤ
カ
ニ

二

ヲ
一

ク

ヲ

テ
二

父
子

孝
命
、
推
古
天
皇
二
十
年
歳
末

壬
申

、
経

奏
聞
、
下
宣
旨
、
其

ノ

一

テ
二

一

ノ

状
云

、
因

准
法
隆
寺
、
宜
為

御
願
寺
、
其
後
、
疑

信
心

始

土
木

営
、
傾

二

一

二

一

二

ヲ
一

テ

ノ

カ

テ二
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産
業

終

成
風
之
功
、
金
堂
講
堂
鐘
楼
経
蔵
二
基
廟
三
面

僧

ケ
ン

ケ
ウ
ヲ

ヲ
フ

二

コ
ウ
ヲ一

ノ

房
宝
蔵
大
門
等
、
皆
悉
造
立
供
養
畢
、
又

別

奉

鋳

数
□

□

リ
レ

二

観
音
形
像
一
体
、
被
安
─

置
寺
庫
、
即
以

寺

号

万
法
蔵
院

矣
、

ヲ
一

二

ニ
一

レ

ヲ

二

ト
一

一
、
以

当
寺

遷

作

他
所

事
、
右
建
立

之
後
経
六
十
一
年
、
天
武

事

テ
二

ヲ
一

シ
二

ノ

ニ
一

ノ

天
皇
御
宇
白
鳳
二
年
癸酉

、
麿
子
親
王
忽
感

霊
夢
、
早

改

二

ヲ
一

ク

メ
テ二

彼

伽
藍
、
可

遷
作

于
役
行
者

練
行
之
砌
云

云

、
親
王
、
夢

ノ

ヲ
一

ヘ
シ
ト二

一

ノ

ニ

驚

神
動
、
吉
凶
難

測
、
宜

顕

有

憑
、
以

瑞
夢
之
趣
、
達

明
君
之

」
３
―
１

ヲ

テ

シ
ン

ウ
コ
キ

レ

リ

レ

二

レ

一

二

ヲ
一

二

聞
、
忝

降

紫
泥
之
新
命
、
宜

花
界
之
旧
蹤
云

々

、
親
王
、
即

相

伴

ク

二

ヲ
一

ヨ

ヘ
シ
ト

二

キ
ウ

セ
ヲ

一

チ

二

ニ

勅
使

三
品

刑
部
卿
親
王
天
武
天
皇

第
九
御
子

尋

致

役
行
者
之
庭
、
爰
行
者
、

ノ

ト
一

ネ
レ

二

ニ
一

聞

夢
想
之
旨
、
拭

随
喜
之
涙
、
披

勅
宣
之
状
、
含

感
歎
之
咲
、

テ
二

一

ノ

ヒ

ヲ
一

二

エ

ヲ一

永
以

此
勝
地
、
奉

施
彼
伽
藍
、
山
水
蓄

奇
、
草
樹
含

異
、

テ
二

一

ル
二
レ

ニ
一

タ
ヽ
ヘレ

ヲ

フ
ク
ムレ

ヲ

時
処
相
応
、
感
応
道
交
者
歟
云

々

、
仍
親
王
、
速

欲

果
□
寺
之

マ

ヤ

ニ

レ

願
之
処
、
去
朱
雀
元
年
壬申

五
月
日
、
大
友

大
政
大
臣
、
争

王
位
、

ノ

テ
二

起

謀
叛
、
天
皇
、
廻

計

帷
帳
之
中
、
得

勝
於
万
里

外
、

二

一

二

ヲ

一

ヱ

リ

ノ

然
而
、
余
気
未

尽
、
一
天
不

謐

之
間
、
造
営

志
自
然

遅
暮
、

モ

レ

キ

レ

シ

ス

ノ

ニ

キ

遂

乃
、
始
自
白
鳳
十
四
年
辛巳

二
月
十
五
日
、
至

于
同
白
鳳
十
六
年

」
３
―
２

ツ
イ
ニ

チ

テ

乙酉

、
経

首
尾
五
年
、
堂
塔
僧
房
等
、
如

経
始
之
昔
、
漸
企
成
風
之

ニ

テ

ヲ

二

ノ
一

功
、
終

安

満
月

尊
、
但
今
度
、
金
堂

丈
六
金
色

弥
勒

ヤ
ウ
ヤ
ク

ス
二

ノ

ヲ
一

ハ

ノ

ノ
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土
像
也
、
御
身
中

奉

納

金
銅

一
搩

半
孔
雀
明
王

像
一
体
、

半

ニ

レ

二

ノ

ノ

ノ

ヲ
一

此
仏
像
、
行
者
多
年

御
本
尊
也
、
兼
又
、
今
度
被
副
安
置
四

ハ

ノ

天
王

像
、
一
体

者
、
依

役
行
者

祈
願
力
、
自
白
済
国

ノ

ヲ

二

ノ

ニ
一

渡
万
里
煙
浪
、
忽
然
飛
来
給
云

々

、
又
金
堂

前

有
一
言
主

ノ

ニ

ノ

神
明
之
産
石
、
行
者
、
於
此
石

砌
、
久
勤
─

修
雀
明
王

秘
法
、

座

ヒ

ヒ

ノ

二

ノ

ヲ

令

祈
念
興
隆
仏
法
利
益
衆
生
願
、
以
高
麗
国

恵
観

」
４
―
１

ム

ヲ
一

ノ

僧
正
、
為
開
眼

導
師
、
調

供
養
之
儀
、
道
具
驚

眼
、
沈
壇

ノ

フ
二

ヲ
一

レ

ヲ

飛

煙
、
苔
蔔
翻

色
、
欲
色

諸
天
悉
集
、
人
類
庶
類
無

偏
、

ト
ハ
スレ

ヲ

ヒ

スレ

ヲ

ノ

リ

レ

モ
ル
ヽ

鄭
重
不

可
得

講
、
于
時
役
行
者
、
自

金
剛
山

来
法
会
庭
言
、
在
家

二

レ

一

二

一

高
祖
両
一
人
、
即
、
高
賀
茂
老
翁
間
駕
介
麿
子
是
也
、
二
同

ヒ

姓
自
専
渡
都
岐
麿
子
是
也
云

々

、
私
領
山
林
田
畠
数
百
町
、

永
令
施
入
当
寺
畢
、
実
、
我
等
是
四
衆
帰
依
之
濫
觴
也
、

爰
歟

抑
又
非

⭕

〔
一
〕
天
興
隆
之
道
場
哉
矣

、
一
、
当
寺
極
楽
之
曼
荼

羅
事
、
右
当
寺
最
初
建
立
之
後
、
送

百
五
十
二
歳

星
霜
、

二

ノ

ヲ
一

大
炊

天
皇

御
宇
人
代
四
十
七
代
王
、
天
武
天
皇
孫
、
一
品
舎
人

」
４
―
２

ノ

ノ

親
王
第
七
子
、
号

淡
路

廃
帝
、
有
子
細

、

二

ノ

一

有

一

臣
下
、
世
号
横
佩
大
納
言
尹
統
朝
臣
、
賢
知
、
世
之
神

ア
リ

二

ノ

一

ヨ
コ

ワ
キ

ノ

才
也
、
在

鐘
愛
女
、
被
養
倚
窓
中
、
長

于
羅
帳
之
下
、

二

メ
一

キ

ソ
ウ

ウ

ニ

ヒ
ト
ヽ
ナ
ル

二

モ
ト
ニ一

其

性
清
索
、
不

染

紅
塵
、⭕

〔
軽

〕
人
間

栄
耀
、
志

偏

通

弥
陀
陀
願

ノ

ソ
ニ
シ
テ

レ

二

ニ
一

カ

テ二

ケ
ン
ノ

ヨ
ウ

一

シ
テ

シ
テ

二



27

27

海
、
事

林
下

幽
閑
、
深

頼

安
養

之
煙
霞
、
自

書
─

写

称
讃

一

シ
二

ノ

ヲ
一

ク

二

ノ

一

ミ

ラ

二

シ

浄
土
経
一
千
巻
、
開
題

称
揚
、
被

安

置
宝
蔵
、
花
文
不

改
、

ヲ
一

タ
イ
ノ

レ

二

ニ

レ

メ

露
点
猶

鮮
、
其
後
天
平
宝
字
七
年
癸卯

六
月
十
五
日
、
落

ロ

テ
ン

ヲ

ア

リ

ヲ
ロ
シ二

蒼
花

帰

仏
乗
、
抽

丹
心

祈

菩
提
、
親

臨

道
場
、
殊

立

誓

乗

ヲ
一

シ
二

ヒ

一

テ
二

ヲ
一

二

ヲ
一

マ
ノ
ア
タ
リ

二

ニ
一

ニ

二

約
、
我
、
若

無

見

生
身
弥
陀
、
永

不

出

伽
藍
之
門
閫
、
更
契

」
５
―
１

ヲ
一

シ

レ

コ
ト二

ヲ
一

ク

シ

レ

二

コ
□
ヲ

七
日

光
臨
、
専

期

満
月

照
臨
、
懇

念

不

緩
、
匪
石
之
誠
至

深
、
冥
応

ノ

ヲ
一

モ

ラ
ニ

ス
二

ノ

一

ニ

シ
テ

レ

イ

カ
セ

ノ

テ

シ

無

暗
、
明
鏡

感
盍

及
、
然
間
、
同
月

廿
日

酉
剋
、
一

尼
忽
然

レ

キ
コ
ト

ノ

ナ
ン
ソ

ハ

ノ

ノ

ニ

リ
ノ

セ
ン

化
来
、
容
色
鮮

、
□
袂
馥
、
窃

相
示
云

、
倩
見
慇
懃
之
儀
、
不

ス

ア
サ
ヤ[

]

シ
ユ

ヒ

ニ

ツ

ヲ

堪

感
歎
之
思
、
汝
年
来
為
顕

仏
像
、
頗

雖

集

蓮
糸
、
機
感

二

一

二

一

ル

レ

二

一

キ

カ
ン

未

熟
、
誓
願
如

虚
、
速
欲

見

九
品
之
教
主
、
重
宜

相
─

儲
百
駄
□
茎
、

レ

レ

カ

ス

レ

□
二

一

ヨ

クレ

二

キ
ヤ
ウ

一

仏
種
者
必
従

因
縁

生
─

起

故
也
云

々

、
本
願
禅
尼
、
見
─

聞

此
事
、

二

一

キ

ル

二

ク
ニ

ヲ
一

⭕

〔
踊
〕
躍
躍
余

身
、
随
喜
徹

骨
、
仍
、
注

化
人
之
告
、
驚

聖
王

聴
、
忝
垂

ヒ

レ

ト

レ

二

ツ

一

テ
二

ノ

キ

一

タ
ル

二

叡
感
紹
命
、
即
忍
海
連

承

宣
旨
、
催
─

廻
蓮
茎

於

近
国
中
、
纔

ヲ
一

ツ

テ

二

一

二

ヲ
一

二

ニ

経

一
両
日
、
九
十
余
駄
之
蓮
出
来
、
化
人
、
自
折
蓮

茎
、
縿

出
乱
糸
、

」
５
―
２

二

一

ス

ス
ノ

ヲ

リ

克

調

糸
已
、
始

堀

清

井
、
水
湛
々
、
浪
溶
々
、
臨

水
濯

糸
、
其
色
自
然

ヨ
ク

ヘ
レ

ヲ

テ

テ

二

キ

ヲ
一

タ
ン

ヨ
ウ

タ
リ

レ

ヒ
タ
ス

ヲ

ニ

五
色
、
傍
人
覩

之
、
莫

不

差
歎
、
至

同
廿
二
日
之
夕
、
有
女
人
化
来
、
容
貌

ナ
リ

ミ
ル

レ

レ

二

一

テ
二

一

セ
リ

ヨ
ウ

ハ
ウ

端
厳
、
不
可

得

称
、
女
人
同

化
尼
聞
導
、
蓮
糸
已

被

調

得

哉
、
如
何
、

ナ
リ

二

テ

一

ク

イ
フ
ナ
ラ
ク

テ
ニ

二

ヘ

ヱ

一

容
々
爾
也
、
即
捧

糸
授

之
、
因

茲

化
女
、
執

藁
二
把
、
浸

油
二
升
、
用

為

レ

レ

レ

レ

二

ヲ
一

二

ヲ
一

テ

シ
二

✓
〔

〕

燭
、
至

道
場
乾
之
角
、
戌

終
、
至

寅
始
、
三
更
之
間
、
巧

懸
蓮

糸
於

ト
ウ

シ
ヨ
ク

一

二

イ

一

イ
ヌ
ノ

ヲ

リ

二

ニ
一

ニ

タ

ミ
ニ

カ
ケ

ノ
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機
上
、
織
─

顕

仏
像
夜
中

畢
、
以

竹
為

軸
相
伝
云
、
無
節

一
両
節
間
竹
云

、
織
女
、
敬

頂

一

二

シ

一

レ

レ

ヲ
リ

ウ

テ

戴
於
一
丈
五
尺

曼
陀
羅
、
以

奉

懸

化
尼
願
主

両
人
之
前
、
其
後
女
人
、

ノ

ヲ
一

テ

レ

二

ト

一

如

電
光

消
、
不

知

行
方
、
化
尼
、
依

観
無
量
寿
経

誠

説
、
開

旨

大
曼

ニ
二

一

テ

レ

二

一

二

ノ

ノ

ニ

カ
イ

二

シ
ス

陀
羅
幽
─

旨
、
観
夫
、
曼
陀
羅

荘
厳

奇
麗
厳
餝
也
、
貫

珠
、

」
６
―
１

シ

一

ノ

ノ

シ
キ

レ

定
恵
解
之
光
互

輝
─

申
金

似

瑩

紫
摩
黄
金
之
色

映

日
、
南

之

タ

ヒ
ニ

カ
ヽ
ヤ
キ二

ノ

ヲ

レ

ミ

二

ヲ
一

ヱ
イ

レ

ヒ
ニ

ノ

縁

一
経
発
化
之
序
分
也
、
禁
母
之
往
─

蹤

歴
々

⭕

〔
如
〕
見
、
此
縁

者
三
昧
正
受

ヘ
リ
ハ

キ
ン

モ

ム
カ
シ

ノ

ル
カ

ヘ
リ
ハ

ノ

旨
帰
也
、
善
男
女
之
観
門
明
々
無

暗
、
仰

中
台

者
、
即
四
十
八
願
荘

シ
ツ

キ

レ

キ
コ
ト

ク
二

ヲ
一

厳
之
浄
土
、
皓
然
于
眼
─

前
、
顧

下

方
、
又
上
中
品
来
迎
花
台
、
于

⭕
ナ
リ

レ
ハ二

ノ

ヲ
一

心
─

中

⭕

〔
森
羅

〕
、
是
則
、
弥
陀
知
願

之
力
、
遷

他
力

於
日
域
之
雲
、
大
聖
定
恵
之
徳
、

タ
リ

ノ

ラ

ウ

二

ヲ

一

西
土
於

南
浮
之
堺
、
当

知
、
一
塵
法
界
本
来
無
─

碍
、
大
小
長
短
豈

二

一

レ

ナ
リ
ト

ア
ニ

論

定
相
、
今
希
有
而
得

見
、
誰

不

生
難
遭
之
想
、
何

商
暫

被

ヤ
二

ヲ
一

リ
レ

コ
ト
ヲ

カ

ン
レ

モ
ヒ
ヲ

ン
ソ
タ
ヽ

二
カ
ウ
ム
ラ
シ
テ

当
機
、
而
示

現
応
相

而
已

乎
、
即
是
遥

期

遐
代
、
而
宜
施

利
生
、

一

二

ヲ
一

ノ

ミ
ナ
ラ
ン

ハ

ニ

テ
二

ヲ
一

ス
二

ヲ
一

重

作

四
句
之
偈
頌
、
密

示

二
重
之
往
縁
、
往
昔
遂
葉
説
法
所
、

」
６
―
２

テ

ナ
シ
テ二

一

ヒ

ニ

ス
二

ヲ
一

今
来
法
基
作
仏
事
、
卿
懇
西
方
故
我
来
、
一
入
是
場
永
離
苦
、

当

知
、
此
処

即
、
古
仏
経
行
之
庭
、
霊
仙
啒
宅
之
境
也
、
朝
野
遠
近
、

レ

ハ

ニ
ハ

ク
ツ

タ
ク

ヰ

ヲ
ン

コ
ン

懸

持

於
曼
陀
荼

者
、
老
少
尊
卑
、
運

歩

於
伽
藍

者
、
自
除
災

タ
ル二

タ
ノ
ミ
ヲ

ニ
一

フ
二

ヲ

一

ノ

ミ

与
楽
之
達

望
、
至

浄
土

菩
提
之
深
益
、
機
縁
雖

区
、
仰

而
不

虚
、
于
時

シ
レ

テ
二

ノ

一

レ

テ

レ

本
願
禅
尼
、
且

正

拝

生
身

御
応
相
、
且
委

受

化
人
之
教
訓
、
泣

顧

カ

ハ

ク

テ
二

ノ

一

ク

ウ
ケ

ナ

〳
〵
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宿
願

純

熟
、
伏

喜

仏
陀
之
加
被
、
嗚
呼
、
妄
想

障
重
、
本
雖

隔

ノ

シ
ユ
ン

シ
ユ
ク
ヲ

テ

フ
二

ノ

一

マ
ウ

サ
ウ
ノ

サ

ヲ

シ

レ

望

於
安
養

之
砌
、⭕

〔
面

〕
見
感
深
、
今
落
涙

於

未
曽
有

之
境
、
従

今
日
、
至

ミ
ヲ

ノ

マ
ノ
ア
タ
リ

ケ
ン

カ
ン

シ

ナ
ン
タ
ヲ

二

ソ
ウ

ノ

ヒ
一

レ

マ
テ二

成
仏
、
軽

命

而
専
可

守
、
鏤

骨

而
豈
敢
忘

、
抑
我

善
知
識
何

所

一

カ

シ
テ

ヲ

レ

キ
リ

レ

ヲ

ワ

ン
ヤ

カ

レ
ノ

ロ
ヨ
リ

来

乎
、
又
彼

織
女
誰
人
乎
、
化
尼
容
々
、
汝

不

知
乎
、
我
身
是
、

」
７
―
１

キ

レ
ル
ヤ

ノ

ソ
ヤ

チ

レ

西
方
極
楽
世
界
之
教
主
也
、
織
女
即
、
我
左
脇
弟
子
観
音
大
士
也
、

以

本
願
力

古
、
来

令

安
─

慰
汝

也
、
出
離
生
死
之
期
已

得

境
、
往
生
極

二

一
ユ
ヘ

テ

二
レ

ヲ
一

ス

ニ

リ
レ

楽
之
行
茲

可

足
、
深
知

慈

恩
、
可

報

仏
徳
、
如
此
再
三
相
語
、
慇

ニ

レ

テ

シ
レ

ヲ

レ

二

一

イ
ン

懃
也
、
甚
深
也
、
其
後
化
尼
、
指

西
方
、
入

雲

畢
、
方
今
願
主
、
魂
悦

レ

ヲ

二

一

マ

キ
ヤ
ウ

忽
、
思
悄
然
、
禅
容
去

無

蹄
、
只
寄

思
於
西
刹
蓮
台
雲
、
慈
訓

ト
シ
テ

タ
リ

テ

レ

ア
ト

ス
二

一

ン

留

多

残
、
湿

袂
於
東
垂
蓬
屋
之
暁
露
、
唯
願
、
翻

今
生
永

ト
ヽ
マ
テ

シ
レ

リ

ス
二

ス
イ

ニ
一

ネ

ハ

二

離
之
愁
、
為

浄
土
再
会
之
縁
、
爾

降
、
曼
陀
羅
之
名
称
広

聞

一

ナ

ン二

一

シ
カ
ル
ヨ
リ

コ
ノ
カ
タ

ク

ユ
二

異
邦
、
霊
像
之
帰
依
普
及

諸
憂
、
況
乎
禅
尼
、
瞻

⭕

〔
任
〕
仰
之
窓

前
、

イ

ハ
ウ
ニ一

ア

フ
二

ウ

一

セ
ン

ヒ

ワ
ウ

ノ

ヘ
□

秋
月
已

老
、
観
想
之
床
上
、
春
風
幾

廻
、
送

十
余
年

後
、
光
任

」
７
―
２

ス

ニ

ン
タ
リ

ユ

イ

カ

リ

ン
テ一

一

天
、
光
仁
天
皇
御
宇
、
宝
亀
六
年
乙卯

暮
春
三
月
之
天
、
中
旬
第

時ヒ

四
朝
、
如
宿
願
逐
往
生
畢
、
時
、
青
天
高
晴
、
紫
雲
斜

聳
、

ナ
ヽ
メ
ニ

ヘ

音
楽
西

聞
、
聖
衆
東

来
、
端
坐

頭

低
、
寂
然

気
絶
、
面
色

ニ

キ

ヘ

ニ

タ
ン

サ
シ
テ

カ

ヘ

ウ
ナ
タ
レ

シ
ヤ
ク
ネ
ン
ト
シ
テ

キ

ヌ

特
鮮
、
形
容
如

咲
、
凡
厥
、
平
生

霊
徳
、
臨
終
之
奇
瑞
、
連
綿

ニ

レ

コ
ノ

ノ

不

遑

羅
縷

而
已
、

レ

イ

二

ラ

ロ
ウ
ス
ル
ニ

一

マ

ノ
ミ

建
長
五
年
壬丑

四
月
廿
五
日
北
京
於
四
条
之
坊
門

西
洞
院
書
写
□

本
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表
書
云當

麻
寺
縁
起
付
、
私
云
、
以
此
本
大
曼
陀
羅
堂

為
修
理
之
勧
進
帳
ト

沙
門[

]

」
８
―
１

『
仁
和
寺
』

（
朱
筆
）

」
８
―
２

注

（
１
）
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
が
鎌
倉
期
に
お
け
る
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
の
流
布
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
中
世
前
期
に
お
け
る
當
麻
曼
荼
羅
縁
起
の
系
譜
」
（
『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
九
十
四
、
二
〇
二
一
年
十
月
）
を

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
田
中
稔
「
諸
寺
縁
起
四
種
」（
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
一
九
五
九
年
十
二
月
）
。

（
３
）
一
枚
の
紙
を
重
ね
、
端
を
糸
や
紙
縒
な
ど
で
綴
じ
た
装
訂
。
近
年
提
唱
さ
れ
た
装
訂
概
念
。

（
４
）
粘
葉
装
と
同
じ
よ
う
に
料
紙
を
重
ね
、
糊
を
使
わ
ず
糸
や
紙
縒
な
ど
で
綴
じ
た
装
訂
。
近
年
提
唱
さ
れ
た
装
訂
概
念
。

（
５
）
田
中
稔
「
諸
寺
縁
起
四
種
」（
前
掲
注
２
）
。

（
６
）
河
原
由
雄
「
「
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
」
の
成
立
と
そ
の
周
辺
」
（
小
松
茂
美
編
『
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
・
稚
児
観
音
縁
起
』
、
日

本
絵
巻
大
成
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）
。

付
記本

稿
は
、J

S
P
S

科
研
費J

P
2
0
K
2
1
9
9
7

の
助
成
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
貴
重
な
御
蔵
書
の
閲
覧
・
翻
刻
を
お
許
し
下
さ
っ
た
総
本
山
仁
和
寺
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
た
、
仁
和
寺
学
芸
員
の
朝
川
美
幸
氏
か
ら
は
、
本
稿
第
一
章
第
二
節
に
示
し
た
底
本
の
伝
来
に
関
連
す
る
事
柄
に
つ
き
、
様
々
に
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




